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は じ め に

市民の皆様には，日ごろから行政運営

に対して深い御理解と御協力をいただき，

厚く御礼申し上げます。

さて，本市が，令和５年度に実施する

各種事業や市役所各課・係の仕事につい

て分かりやすくお伝えするため，「曽於市

の予算と仕事」を作成しました。

令和５年度の予算編成は，前年度に引き続き，市民の皆

様に開かれた市政を目指すとともに，農・畜産物の付加価

値を高め，商工業の発展を更に推進し，子どもからお年寄

りまで，笑顔が輝き元気なまちづくりを目指すため，

(1) 市民にやさしい市政運営

(2) 人と自然を生かした活気ある地域づくり

(3) 教育・文化を促進し，心豊かなまちづくり

(4) 人口増を目指し，地域活性化の推進

(5) 農・畜産物を生かした所得倍増のまちづくり

の５つを基本方針として，限られた財源の中で，市民の福

祉，教育，くらしを守るための予算として編成しました。

曽於市発展のために，職員一丸となり最大限の努力をす

るとともに，小さな声も大切にした行政運営を推進してま

いりますので，皆様の一層の御理解と御協力を賜りますよ

うお願い申し上げます。
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施 政 方 針

国は予算編成の基本方針として，「経済財政運営と改革の基本方針２０２２」及び「経済財政運営と改革の

基本方針２０２１」に基づき，新型コロナウイルス感染症やロシアのウクライナ侵略等の日本を取り巻く環

境変化や国内における輸入資源の価格の高騰，人口減少・少子高齢化等の構造的課題の難局を乗り越えるた

め，マクロ経済運営への方針，人をはじめ，科学技術や新規創業等への官民連携投資の基本方針，民間の力

を活用した社会課題の解決に向けた取り組みや多極化した社会をつくり地域を活性化する改革の方向性が示

されています。

令和５年度の地方財政対策においては，社会保障関係費の増加が見込まれる中，地方公共団体が住民のニ

ーズに的確に応えつつ，地域のデジタル化や脱炭素化の推進など様々な行政課題に対応し，行政サービスを

安定的に提供できるよう，地方交付税等の一般財源総額を令和４年度地方財政計画に対して１，５００億円

上回る６２兆１，６３５億円の額が確保されたところです。

本市におきましては，このような国の施策に対応するとともに，市誕生後１７年で約１０，５００人減少

している事実と超高齢化に対する危機意識を市民全体で共有し，本市の将来像である「豊かな自然の中で み

んなが創る 笑顔輝く元気なまち」を実現するため，「第２次曽於市総合振興計画」に示した，まちづくりの

基本方向に向けた取り組みを進め，市民が安心して働き，将来に夢や希望を持つことができるような魅力あ

ふれる地域社会を実現していくため，「第２期曽於市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を計画的に実施しな

がら，市の人口増対策に対して積極的に取り組むとともに，新型コロナウイルス感染拡大防止と社会経済活

動の両立を図りながら，市民が安全・安心を実感できる社会となるよう全力を尽くしてまいります。

私は，市長就任１０年目に当たり，市民の皆様と約束しました公約の実現に，今後も更に努力してまいる

所存でございます。

まず，市の人口増対策として実施している宅地分譲整備事業は，令和４年度に販売を開始した，さくら並

木ニュータウンについて，好評により，残り２区画となっております。引き続き販売促進に努めてまいりま

す。人口増に繋がる住宅取得祝金，移住・就業支援金等の定住促進対策事業については，金額を増額し，定

住，移住をこれまで以上に推進してまいります。

子育て支援策については，全ての妊婦・子育て世帯が安心して出産・子育てできるよう，妊娠期から一貫

して身近で相談に応じ，必要な支援を行い，出産育児関連用品の購入費助成等の給付を行う伴走型相談支援

及び出産・子育て応援給付金の一体的実施事業を行います。

情報発信事業は，曽於市を市内外にＰＲするための大変重要な事業であります。今後も情報発信の中核を

なす「市報そお」やコミュニティＦＭ放送，市ホームページ，ラインなどの各種ＳＮＳ等について，分かり

やすい内容で積極的に市民の皆さまへの情報提供に取り組んでまいります。

また，新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から，三密を避けて分散化できる行政サービスを，動く

市役所として通信機器を搭載した「コネクティッドカー」で提供していくことで，さらなる住民サービス向

上に取り組んでまいります。

南九州畜産獣医学拠点事業につきましては，基幹産業の持続的発展と地域の活性化に資する施設とするた

め，鹿児島大学等関係機関との連携を強め，令和５年度は馬関連施設の整備を進めるとともに令和６年４月

の運営開始に向けた準備を進めてまいります。

庁舎整備につきましては，令和元年度に策定しました「本庁・支所機能再編計画」に基づき，老朽化して

-2-



いる施設の改善及び地域の災害時における重要な防災拠点施設としての役割を充実するため，令和７年度開

庁に向けた大隅・財部両支所の庁舎整備を進めてまいります。また，老朽化の進む本庁舎の改修も計画的に

取り組んでまいります。

まちの発展には，産業の振興が欠かせません。曽於市は，畜産を中心とする農業のまちであり，農業生産

額を増やすことを本市発展の基本と掲げる中，令和４年産曽於市農畜産物生産実績における生産額合計は，

５０５億２，６４９万１千円，前年産と比較すると１６億１，６３１万５千円，１．０３％の増であり，畜

産部門では，４２７億８，３９８万円となり,前年産と比較すると１２億２５万円，１．０３％の増となりま

した。

耕種部門については，後継者の確保育成や農地の集積・集約とコスト削減のため，国・県と連携しながら

安定した農業経営を推進します。また，引き続き加工業務用野菜と環境保全型農業推進も取組みます。また，

特産品であるゆずの搾汁センター増設による一次加工の効率化を目指します。

畑かん営農については，水を活用した農作物の収量増，品質向上を図り，農家所得の向上を目指します。

また，農業機械導入経費の節減等を図るため，農業公社の受託事業を更に拡充しながら，コントラクター事

業も拡充し，畜産農家の規模拡大が図られるよう努力してまいります。

畜産については，生産基盤の拡大を図るため，畜産振興協議会事業を中心とした導入保留対策や家畜改良

を計画的に進めるとともに，飼養管理の省力化と多頭化を図るための生産基盤施設の整備に取り組んでまい

ります。

また，家畜伝染病を防止するための防疫対策の強化による家畜衛生体制の確立と家畜の生産性向上を図っ

てまいります。

思いやりふるさと寄附金推進事業につきましては，昨年度に引き続き，全国から多くの寄附金をいただき，

御礼として本市の特産品を贈呈しております。令和４年４月から令和５年１月までの１０か月間で，約７万

８千件，約１４億４千万円を超える寄附金をいただき，令和５年３月末には，約１６億円の寄附金を見込ん

でいます。曽於市を応援していただきました全国の皆様に，心より感謝申し上げます。令和５年度も，更に

ふるさと納税に対する活動を充実し，本市の全国的なＰＲと地域活性化に努めてまいります。また，「一般社

団法人曽於市観光協会」と協力して，ゆるキャラである「そお星人」を利用したＰＲ活動等を行い，本市の

観光事業の充実を図ってまいります。

災害復旧事業については, 昨年，梅雨前線豪雨と特に台風１４号により多くの市道・河川・農地・農業用

施設で災害が発生し，農産物にも多くの被害が発生しました。また，日本各地でも豪雨・強風・地震など多

くの被害が発生しております。防災減災のための予防保全対策に取り組みながら，１日も早い復旧に努めて

まいります。

まちづくりは，人づくりであり本市発展の基本となるものです。「個性豊かな教育と文化のかおるまちづく

り」の基本理念のもと，学校教育においては，確かな学力を身につけ自立する力を育む教育を推進するとと

もに豊かな心を育み健やかな身体と体力の増進に取り組んでまいります。

学校施設においては，引き続き充実した教育環境の整備を進めるとともに，新たに末吉小学校改築計画に

も着手してまいります。ＧＩＧＡスクールにおけるタブレットや電子黒板などＩＣＴ機器の活用を一層推進

してまいります。

学校給食は，安全でおいしい給食の提供と食育を推進するとともに，学校給食費の補助については，３分

の1から３分の２へ引き上げ，保護者負担の軽減に取り組んでまいります。
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また，令和６年９月の供用開始に向けて，新たな学校給食センターの整備を進めてまいります。

生涯学習関係では，「市民全員が生涯学び，互いを高め合うまち」の基本計画のもと，市民の生涯学習事業

や文化振興事業，スポーツ振興事業など，社会教育全般の様々な学びの場の提供，地域活動の拠点となる各

地区・校区公民館や青少年，女性部等の支援を行ってまいります。

市民の健康づくりや生きがいづくりの場として，各種施設を整備していますが，特に市民や市外からの利

用者が広く交流し，憩える場として新地公園グラウンドゴルフ場は，これまで１２万３千人を超える方々に

ご利用いただいています。今後も，市内外の多くの皆様にご利用いただくよう，施設の充実とサービスの向

上に努めてまいります。

令和５年度の予算編成は，前年度に引き続き，市民の皆様に開かれた市政を目指すとともに，農・畜産物

の付加価値を高め，商工業の発展を更に推進し，子どもからお年寄りまで，笑顔が輝き元気なまちづくりを

目指すため，

(1) 市民にやさしい市政運営

(2) 人と自然を生かした活気ある地域づくり

(3) 教育・文化を促進し，心豊かなまちづくり

(4) 人口増を目指し，地域活性化の推進

(5) 農・畜産物を生かした所得倍増のまちづくり

の５つを基本方針として，限られた財源の中で，市民の福祉，教育，くらしを守るための予算として編成し

ました。

令和５年度の一般会計当初予算は，２６２億７，０００万円となり，前年度当初予算に対して，２億８，

０２２万４千円，１．１％の増となりました。

また，特別会計予算におきましては，予算総額が，１２２億２，３４５万１千円となり，前年度当初予算

に対して，７，６７１万円，０．６％の減となりました。

国民健康保険特別会計予算は，保険税の負担軽減を図るため，一般会計からの法定外繰入金を２億３，０

００万円充当して予算編成したところであり，前年度当初予算に対して，６，８７６万６千円，１．２％減

の５５億５，２４５万３千円となりました。

後期高齢者医療特別会計予算は，県の広域連合の積算に基づく保険料及び広域連合納付金が主なものであ

り，前年度当初予算に対して，６６３万３千円，１．０％減の６億４，４３２万６千円となりました。

介護保険特別会計予算は，第８期介護保険事業計画（令和３年度～令和５年度）に基づくとともに，前年

度の実績を考慮したものであり，前年度当初予算とほぼ同額の，５９億５，９３９万６千円となりました。

生活排水処理事業特別会計予算は，浄化槽の維持管理に関する予算が主なものであり，前年度当初予算に

対して，１０９万８千円，１．６％減の６，７２７万６千円となりました。

水道事業会計予算は，収益的支出が，前年度当初予算に対して，６９万７千円，０．１％増の５億６，５

８８万１千円，資本的支出が，前年度当初予算に対して，８，１３６万３千円，１９．２％増の５億６１５

万３千円となりました。

公共下水道事業会計予算は，収益的支出が，前年度当初予算に対して，６２６万７千円，３．２％増の２

億４７８万３千円，資本的支出が，前年度当初予算に対して，１億５１３万１千円，８６．６％増の

２億２，６５２万７千円となりました。
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会計別予算額

会計区分 令和5年度当初 令和4年度当初 比　　　較

一 般 会 計 262億7,000万0千円 259億8,977万6千円 2億8,022万4千円

国 民 健 康 保 険 55億5,245万3千円 56億2,121万9千円 △6,876万6千円

後 期 高 齢 者 医 療 6億4,432万6千円 6億5,095万9千円 △663万3千円

介 護 保 険 59億5,939万6千円 59億5,960万9千円 △21万3千円

生活排水処理事業 6,727万6千円 6,837万4千円 △109万8千円

水 道 事 業 会 計 10億7,203万4千円 9億8,997万4千円 8,206万0千円

公 共 下 水 道 事 業 4億3,131万0千円 3億1,991万2千円 1億1,139万８千円

合　　　　計 399億9,679万5千円 395億9,982万3千円 3億9,697万2千円

特
別
会
計

一般会計歳入歳出予算の内訳

分担金及び負担金 113,880千円（0.4%）
使用料及び手数料 275,831千円（1.1%）

財産収入 217,382千円（0.8%）
寄附金 1,881,003千円（7.2%）
繰越金 50,000千円（0.2%）

地方譲与税
298,118千円（1.1%）

諸収入
298,435千円（1.1%）

繰入金 3,451,126千円（13.1%）
県支出金
1,913,033千円（7.3%）

国庫支出金
2,803,907千円（10.7%）

地方交付税
8,048,365千円（30.6%）

市税
3,296,307千円

（12.6%）

市債
2,763,700千円

（10.5%）

　9,583,964
　　　　千円
　　　（36.5%）

16,686,036千円
　　　（63.5%）

歳入合計
26,270,000千円

地方消費税交付金等
858,913千円（3.3%）

主自

財
源存

依

財

源

費
消

的

経

費投資的
経費

そ
の

他

14,989,736千円
（57.1%）

7,339,962
千円

 （27.9%）

3,940,302
千円

（15.0%）

　人件費
3,177,095千円
　　（12.1%）

　　物件費
　　4,351,727
　　　　　千円
　　　　（16.6%）

維持補修費
359,621千円（1.4%）

　　　　扶助費

　4,416,529千円

　　（16.8%）補助費等
2,684,764千円

（10.2%）

普通建設事業費
3,915,578千円（14.9%）

災害復旧事業
 24,724千円（0.1%）

公債費
2,751,696千円（10.5%）

繰出金
2,556,334千円

（9.7%）

積立金 2,001,932千円（7.6%）

予備費 30,000千円（0.1%）

歳出合計
26,270,000千円
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総定員数354人

総務法制行革係
秘書人事係
デジタル推進室
　デジタル政策係
危機管理室
　防災係
　消防交通係

広報統計係
政策調整係
地域コミュニティ係
定住推進係
南九州畜産獣医学拠点
整備推進室

　施設整備係

財政係
入札契約係
施設整備・管理推進室

　施設整備係
　管財係 　　（14人） 　　（14人）

収納管理係
市民税係
固定資産税係
滞納整理係

総合窓口係
戸籍係
国民年金係
環境係 環境係 環境係

保健事業推進室
　健康増進係
保健総務係
国民健康保険係

子育て世代包括支援センター室

　子育て応援係
　子育て支援センター係

子育て保育係
子ども福祉係

社会福祉係
障害福祉係
介護保険係
地域・高齢者支援係
生活福祉係

農政係 農政商工・農業委員会係 農政商工・農業委員会係

営農推進係 営農推進係 営農推進係
鳥獣対策係

商工振興係
企業立地推進係
観光振興係

畜産係 畜産係 畜産係
畜産指導係

農地総務係
農地整備室
　農地整備係
　農地保全係
　調査計画係
畑地かんがい係
林政係

土木管理係
用地係
施設整備係
道路建設係
維持防災係

コンパクトシティ推進室

　住まい政策係
　都市計画係
住宅管理係
建築係
住宅施設係
教育施設係

経理係
工務係
管理係

総務係
議事係

総務係
学校管理係
学校給食係

指導係
学事係

社会教育係
生涯学習係
生涯スポーツ係
文化財係

総務係
農地係

曽於市組織機構図  （令和５年４月１日現在）

本庁（287人） 大隅支所（34人） 財部支所（33人）

企画政策課
　　（15人）

財　政　課
　　（13人）

地域振興課 地域振興課

税　務　課
　　（24人）

税務係 税務係

市民環境課
　　（13人）

市民係 市民係

保　健　課
　　（15人）

保健係 保健係

こども未来課
　　（19人）

福祉介護課（福
祉事務所）
　　（24人）

農　政　課
　　（15人）

商工観光課（10人）

畜　産　課（5人）

土　木　課
　　（14人）

水　道　課
　　（12人）

会計管理者 会　計　課（5人） 会計係

議　　会 議会事務局（5人）

教育総務課
　　（10人）

学校教育課（7人）

生涯学習課
　　（14人）

農業委員会
農業委員会事務局
　（5人）

（再掲）
産業振興課

農政商工・農業委員
会係

（再掲）
産業振興課

農政商工・農業委員
会係

監査委員
監査委員事務局・選
挙管理委員会
（3人）

監査・選挙係

選挙管理委員会
（再掲）
地域振興課

総務消防係
（再掲）
地域振興課

総務消防係

総　務　課
 　（23人）

地域活性推進室
　総務消防係

地域活性推進室
　総務消防係

　地域振興係 　地域振興係

副
市
長

市
長

保健福祉課
　　（7人）

保健福祉課
　　（7人）

福祉係 福祉係

産業振興課
　　（13人）

産業振興課
　　（12人）

副
市
長

耕地林務課
　　（20人）

　建設耕地水道係 　建設耕地水道係

まちづくり推進
課
　　（16人）

教
育
委
員
会

（再掲）
地域振興課

市民係
（再掲）
地域振興課

市民係

教
育
長
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